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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 12日 (2006.12.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ワ ー ク を 保 持 す る ハ ン ド 部 を 有 す る ロ ボ ッ ト に お い て 、 前 記 ハ ン ド 部 を 上 下 動 可 能 に 支
持 す る 第 １ の フ レ ー ム と 、 該 第 １ の フ レ ー ム を 上 下 動 可 能 に 支 持 す る 第 ２ の フ レ ー ム と を
備 え 、 前 記 第 １ の フ レ ー ム 内 に は 、 前 記 ハ ン ド 部 を 上 下 動 さ せ る 第 １ の ボ ー ル ね じ と 、 前
記 第 ２ の フ レ ー ム に 対 し 前 記 第 １ の フ レ ー ム を 上 下 動 さ せ る 第 ２ の ボ ー ル ね じ と を 上 下 方
向 列 さ せ て 配 列 し 、 さ ら に 、 前 記 第 １ の ボ ー ル ね じ と 一 体 と な っ て 回 転 す る 第 １ の 歯
車 お よ び 前 記 第 ２ の ボ ー ル ね じ と 一 体 と な っ て 回 転 す る 第 ２ の 歯 車 と 直 接 ま た は 間 接 的 に
連 結 さ れ て い る モ ー タ を 収 納 し て な る こ と を 特 徴 と す る ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の フ レ ー ム と 第 ２ の フ レ ー ム と の 間 に 介 在 す る 上 下 動 可 能 な フ レ ー ム 、
お よ び 該 フ レ ー ム を 相 対 的 に 上 下 動 さ せ る ボ ー ル ね じ 、 ギ ア 、 モ
ー タ を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ の 歯 車 と 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ の 歯 車 の い ず れ か 一 方 に 噛 合 す る 仲 介 ギ ア
と 、 該 仲 介 ギ ア と 噛 合 す る 前 記 モ ー タ に 設 け ら れ た ピ ニ オ ン 及 び 当 該 モ ー タ
と が 前 記 第 １ の フ レ ー ム の 上 端 部 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求
項 ２ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
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　 前 記 第 １ の フ レ ー ム の 底 部 に 排 気 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ロ ボ



【 請 求 項 ５ 】

【 請 求 項 ６ 】

【 請 求 項 ７ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 か か る 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 ワ ー ク を 保 持 す る ハ ン ド 部 を 有
す る ロ ボ ッ ト に お い て 、 ハ ン ド 部 を 上 下 動 可 能 に 支 持 す る 第 １ の フ レ ー ム と 、 該 第 １ の フ
レ ー ム を 上 下 動 可 能 に 支 持 す る 第 ２ の フ レ ー ム と を 備 え 、 第 １ の フ レ ー ム 内 に は 、 ハ ン ド
部 を 上 下 動 さ せ る 第 １ の ボ ー ル ね じ と 、 第 ２ の フ レ ー ム に 対 し 第 １ の フ レ ー ム を 上 下 動 さ
せ る 第 ２ の ボ ー ル ね じ と を 上 下 方 向 列 さ せ て 配 列 し 、 さ ら に 、 第 １ の ボ ー ル ね じ と 一
体 と な っ て 回 転 す る 第 １ の 歯 車 お よ び 第 ２ の ボ ー ル ね じ と 一 体 と な っ て 回 転 す る 第 ２ の 歯
車 と 直 接 ま た は 間 接 的 に 連 結 さ れ て い る モ ー タ を 収 納 し て な る こ と を 特 徴 と す る も
の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 モ ー タ を 駆 動 す る と 、 こ の モ ー タ と 連 結 さ れ て い る 歯 車 列 が 回 転 し 、 こ れ に 伴 い
第 １ ボ ー ル ね じ と 第 ２ ボ ー ル ね じ と が 回 転 す る 。 回 転 す る 第 １ の ボ ー ル ね じ は 、 第 １ の フ
レ ー ム に 対 し て ハ ン ド 部 を 相 対 移 動 さ せ る 。 回 転 す る 第 ２ の ボ ー ル ね じ は 、 第 ２ の フ レ ー
ム に 対 し て 第 １ の フ レ ー ム を 相 対 移 動 さ せ る 。 結 局 、 ハ ン ド 部 は 、 各 相 対 速 度 を 合 わ せ た
速 度 で 上 下 動 す る こ と に な り 、 両 相 対 速 度 が 同 じ な ら 通 常 の ２ 倍 の 速 度 で 上 下 動 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 モ ー タ を 逆 回 転 さ せ れ ば 当 然 に ハ ン ド 部 は 逆 方 向 へ と 移 動 す る こ
と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ボ ッ ト に お い て 、 第 １ の フ レ ー ム と 第 ２
の フ レ ー ム と の 間 に 介 在 す る 上 下 動 可 能 な フ レ ー ム 、 お よ び 該 フ レ ー ム を 相
対 的 に 上 下 動 さ せ る ボ ー ル ね じ 、 ギ ア 、 モ ー タ を 備 え る と い う も の で あ
る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
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ッ ト 。

　 前 記 第 １ の モ ー タ で 前 記 第 １ の ボ ー ル ね じ と 第 ２ の ボ ー ル ね じ と を 同 時 に か つ 逆 方 向 に
回 転 さ せ 、 前 記 第 １ の フ レ ー ム に 対 し て 、 前 記 ハ ン ド 部 と 前 記 第 ２ の フ レ ー ム と が 相 対 的
に 逆 方 向 に 移 動 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 。

　 前 記 第 ２ の フ レ ー ム は 、 台 座 に 対 し て 旋 回 可 能 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ５ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 。

　 前 記 第 ２ の フ レ ー ム に は 上 下 ２ 箇 所 の ガ イ ド が 設 け ら れ て お り 、 こ の 上 下 ２ 箇 所 の ガ イ
ド は 、 前 記 第 １ の フ レ ー ム に 設 け ら れ た 上 下 に 延 び る 被 ガ イ ド 部 を 支 持 し 、 当 該 第 １ の フ
レ ー ム を 上 下 方 向 に 案 内 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 。
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 1ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ロ ボ ッ ト に お い て 、 第 １ 、
第 ２ の 歯 車 と 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ の 歯 車 の い ず れ か 一 方 に 噛 合 す る 仲 介 ギ ア と 、 該 仲 介 ギ
ア と 噛 合 す る モ ー タ に 設 け ら れ た ピ ニ オ ン 及 び 当 該 モ ー タ と が 第 １ の フ レ ー
ム の 上 端 部 に 配 置 さ れ て い る と い う も の で あ る 。

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の ロ ボ ッ ト に よ る と 、 ハ ン ド 部 と 第 ２ の フ レ ー ム の 間 に 介 在 す る 第 １ の フ
レ ー ム 、 お よ び こ の 第 １ の フ レ ー ム 内 に 収 納 さ れ た モ ー タ 、 各 ボ ー ル ね じ 、 ギ ア と
い っ た 各 駆 動 装 置 に よ り 、 ハ ン ド 部 に 対 し ２ 段 分 の 動 作 を さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ
て 、 ハ ン ド 部 の 上 下 ス ト ロ ー ク 長 さ を 大 き く と る 必 要 が あ る の で あ れ ば 、 ハ ン ド 部 の 相 対
ス ト ロ ー ク 長 さ と 第 １ の フ レ ー ム の 相 対 ス ト ロ ー ク 長 さ を そ れ ぞ れ １ ／ ２ 程 度 ず つ 延 ば せ
ば よ く 、 従 来 の よ う に 支 柱 フ レ ー ム の み を 延 長 し な け れ ば な ら な い と い う よ う な こ と が な
い 。 つ ま り 、 従 来 で あ れ ば 支 柱 フ レ ー ム の み を 高 く し な け れ ば な ら な か っ た の に 対 し 、 本
発 明 に よ れ ば 支 柱 （ つ ま り 第 ２ の フ レ ー ム ） を 必 要 延 長 距 離 の 半 分 程 度 高 く す る だ け で 済
む か ら 支 柱 （ 第 ２ の フ レ ー ム ） を 従 来 ほ ど 高 く し な く て よ い 。 換 言 す れ ば 、 装 置 高 さ を 従
来 ロ ボ ッ ト よ り 低 く し た 上 で 、 ハ ン ド 部 の 上 下 ス ト ロ ー ク を 従 来 ロ ボ ッ ト よ り も 大 き く す
る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 装 置 全 体 の バ ラ ン ス を と り つ つ ス ト ロ ー ク を 延 長 す る こ
と が 可 能 と な り 、 装 置 全 体 と し て の 大 型 化 ・ 重 量 化 を 避 け つ つ ハ ン ド 部 の 長 い 上 下 ス ト ロ
ー ク 長 を 確 保 し や す く な る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か も 、 本 発 明 に か か る ロ ボ ッ ト に お い て は 、 各 ボ ー ル ね じ と モ ー タ と が 歯 車 を
介 し て 連 結 さ れ て お り 、 １ 段 分 の モ ー タ （ 単 一 の モ ー タ ） に よ っ て 両 ボ ー ル ね じ を 駆 動 で
き る こ と か ら 、 モ ー タ の 増 加 な ら び に 消 費 電 流 の 増 加 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ロ ボ ッ ト に お い て 、 第 １ の フ レ ー ム の 底 部
に 排 気 手 段 を 設 け た も の で あ る 。
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ボ ッ ト に お い て 、 第 １ の モ ー タ で 第 １ の
ボ ー ル ね じ と 第 ２ の ボ ー ル ね じ と を 同 時 に か つ 逆 方 向 に 回 転 さ せ 、 第 １ の フ レ ー ム に 対 し
て 、 ハ ン ド 部 と 第 ２ の フ レ ー ム と が 相 対 的 に 逆 方 向 に 移 動 す る よ う に し た も の で あ る 。
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の ロ ボ ッ ト に お い て 、 第 ２ の フ レ ー ム は 、 台
座 に 対 し て 旋 回 可 能 に 設 け ら れ て い る も の で あ る 。
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の ロ ボ ッ ト に お い て 、 第 ２ の フ レ ー ム に は 上
下 ２ 箇 所 の ガ イ ド が 設 け ら れ て お り 、 こ の 上 下 ２ 箇 所 の ガ イ ド は 、 第 １ の フ レ ー ム に 設 け
ら れ た 上 下 に 延 び る 被 ガ イ ド 部 を 支 持 し 、 当 該 第 １ の フ レ ー ム を 上 下 方 向 に 案 内 す る も の
で あ る 。
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の ロ ボ ッ ト に よ る と 、 フ レ ー ム を さ ら に 増 や し た 分 だ け 、 各 フ レ
ー ム の 縮 小 時 に お け る 装 置 全 高 を 抑 え つ つ も さ ら な る ス ト ロ ー ク 長 を 獲 得 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の ロ ボ ッ ト に よ る と 、 フ レ ー ム の 端 部 に 設 け ら れ た ギ ア ボ ッ ク ス （ 変 速
機 ） と ボ ー ル ね じ に よ る 駆 動 力 伝 達 機 構 を 構 成 し て い る た め 、 ベ ル ト や ピ ニ オ ン ラ ッ ク 等
に よ る 構 成 と し た 場 合 に 比 較 し て 狭 小 な ス ペ ー ス に 駆 動 力 伝 達 機 構 を 配 置 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 フ レ ー ム の 中 間 部 に 構 造 材 配 置 の 障 害 と な る よ う な 物 が な く 、 十 分 な 剛 性 を 得
る た め の 構 造 材 を 設 け る ス ペ ー ス を 確 保 で き る 。 そ の う え 、 全 体 と し て も 、 同 等 の 高 さ （
ス ト ロ ー ク ） の ロ ボ ッ ト に 比 較 し て 省 ス ペ ー ス の 構 成 と す る こ と が 可 能 と な る 。

【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 。 本 発 明 に か か る ロ ボ ッ ト は ワ ー ク １ を 保 持 す
る ハ ン ド 部 ２ を 有 す る も の で あ り 、 さ ら に 本 実 施 形 態 に か か る ロ ボ ッ ト は 、 ハ ン ド 部 ２ を
上 下 動 可 能 に 支 持 す る 第 １ の フ レ ー ム ３ と 、 該 第 １ の フ レ ー ム ３ を 上 下 動 可 能 に 支 持 す る
第 ２ の フ レ ー ム ４ と を 備 え 、 第 １ の フ レ ー ム ３ 内 に は 、 ハ ン ド 部 ２ を 上 下 動 さ せ る 第 １ の
ボ ー ル ね じ ５ と 、 第 ２ の フ レ ー ム ４ に 対 し 第 １ の フ レ ー ム ３ を 上 下 動 さ せ る 第 ２ の ボ ー ル
ね じ ６ と を 上 下 方 向 列 さ せ て 配 列 し 、 さ ら に 、 第 １ の ボ ー ル ね じ ５ と 一 体 と な っ て 回
転 す る 第 １ の 歯 車 ７ お よ び 第 ２ の ボ ー ル ね じ ６ と 一 体 と な っ て 回 転 す る 第 ２ の 歯 車 ８ と 直
接 ま た は 間 接 的 に 連 結 さ れ て い る モ ー タ ９ を 収 納 し て い る と い う も の で あ る 。
　 よ り 具 体 的 に は 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 モ ー タ ９ 及 び ギ ア 輪 列 （ 歯 車 ７ ， ８ 、 ピ
ニ オ ン ９ ａ 、 仲 介 歯 車 ２ １ 等 ） は 、 ギ ア ボ ッ ク ス ２ ２ （ こ れ ら を 「 駆 動 機 構 」 と い う ） に
収 納 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
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　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ロ ボ ッ ト の よ う に 、 第 １ の フ レ ー ム の 底 部 に 排 気 手 段 を 設 け て
も 良 い 。
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の ロ ボ ッ ト の よ う に 、 第 １ の モ ー タ で 第 １ の ボ ー ル ね じ と 第 ２ の
ボ ー ル ね じ と を 同 時 に か つ 逆 方 向 に 回 転 さ せ 、 第 １ の フ レ ー ム に 対 し て 、 ハ ン ド 部 と 第 ２
の フ レ ー ム と が 相 対 的 に 逆 方 向 に 移 動 す る よ う に し て も 良 い 。
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 の ロ ボ ッ ト の よ う に 、 第 ２ の フ レ ー ム は 、 台 座 に 対 し て 旋 回 可 能
に 設 け ら れ て い て も 良 い 。
　 さ ら に 、 請 求 項 ７ に 記 載 の ロ ボ ッ ト の よ う に 、 第 ２ の フ レ ー ム に は 上 下 ２ 箇 所 の ガ イ ド
が 設 け ら れ て お り 、 こ の 上 下 ２ 箇 所 の ガ イ ド は 、 第 １ の フ レ ー ム に 設 け ら れ た 上 下 に 延 び
る 被 ガ イ ド 部 を 支 持 し 、 当 該 第 １ の フ レ ー ム を 上 下 方 向 に 案 内 す る よ う に し て も 良 い 。
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 第 １ の フ レ ー ム ３ 内 に は 、 第 １ の ボ ー ル ね じ ５ と 第 ２ の ボ ー ル ね じ ６ と が 両 者 と
も 軸 方 向 を 鉛 直 に し た 状 態 で 並 列 し て 配 列 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ の ボ ー ル ね じ ５ お よ び
第 ２ の ボ ー ル ね じ ６ を 回 転 さ せ る た め モ ー タ ９ が こ の 第 １ の フ レ ー ム ３ 内 に 収 納 さ
れ て い る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ の ボ ー ル ね じ ５ は 、 第 １ の フ レ ー ム ３ に 対 し て ハ ン ド 部 ２ を 相 対 的 に 上 下 さ せ る た
め の 送 り 機 構 と し て 機 能 す る ね じ で あ り 、 第 １ の フ レ ー ム ３ 内 に お い て 軸 受 け １ ９ 等 に よ
っ て 回 転 可 能 な 状 態 で 支 持 さ れ て い る （ 図 １ 参 照 ） 。 こ の 第 １ の ボ ー ル ね じ ５ の 上 端 付 近
に は 第 １ の 歯 車 ７ が 取 り 付 け ら れ て 一 体 と な っ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 モ ー タ ９ の 回
転 は こ の 第 １ の 歯 車 ７ を 介 し て 第 １ の ボ ー ル ね じ ５ に 伝 達 さ れ る 。 さ ら に 、 第 １ の ボ ー ル
ね じ ５ の 途 中 で は ナ ッ ト 部 材 （ 以 下 「 第 １ の ナ ッ ト 部 材 」 と い う ） １ ４ が 噛 み 合 っ た 状 態
と な っ て い る 。 上 述 し た 第 ２ の ナ ッ ト 部 材 １ ５ と 同 様 、 こ の 第 １ の ナ ッ ト 部 材 １ ４ と 第 １
の ボ ー ル ね じ ５ と の 間 に は 複 数 の 鋼 球 が 介 在 し て お り 、 こ れ ら 鋼 球 に よ っ て 第 １ の ボ ー ル
ね じ ５ の 回 転 時 に お け る 摩 擦 が 極 め て 小 さ く な っ て い る 。 第 １ の ナ ッ ト 部 材 １ ４ は 、 被 ガ
イ ド 部 材 １ ８ と 同 様 、 本 実 施 形 態 の よ う に 第 １ の ア ー ム １ ０ と 第 ２ の ア ー ム １ １ が 介 在 し
て い る 場 合 に は 第 ２ の ア ー ム １ １ の 支 持 体 ２ ８ に 設 け ら れ 、 第 １ の ア ー ム １ ０ や 第 ２ の ア
ー ム １ １ が な け れ ば ハ ン ド 部 ２ に 直 接 設 け ら れ て い る 。 第 １ の ボ ー ル ね じ ５ が 回 転 す る と
第 １ の ナ ッ ト 部 材 １ ４ が 上 下 動 し 、 搬 送 腕 （ ハ ン ド 部 ２ 、 第 １ の ア ー ム １ ０ 、 第 ２ の ア ー
ム １ １ か ら な る ） を 上 下 に 移 動 さ せ る （ 図 １ 、 図 ３ 参 照 ） 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ２ の ボ ー ル ね じ ６ は 第 １ の フ レ ー ム ３ を 上 下 さ せ る た め の 送 り 機 構 と し て 機 能 す る ね
じ で あ り 、 第 １ の フ レ ー ム ３ 内 に お い て 軸 受 け ２ ０ 等 に よ っ て 回 転 可 能 な 状 態 で 支 持 さ れ
て い る （ 図 １ 参 照 ） 。 こ の 第 ２ の ボ ー ル ね じ ６ の 上 端 付 近 に は 第 ２ の 歯 車 ８ が 取 り 付 け ら
れ て 一 体 と な っ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 モ ー タ ９ の 回 転 は こ の 第 ２ の 歯 車 ８ を 介 し て
第 ２ の ボ ー ル ね じ ６ に 伝 達 さ れ る 。 さ ら に 、 第 ２ の ボ ー ル ね じ ６ の 途 中 で は 上 述 し た よ う
に 第 ２ の ナ ッ ト 部 材 １ ５ が 噛 み 合 っ た 状 態 と な っ て い る 。 第 ２ の ナ ッ ト 部 材 １ ５ は 第 ２ の
フ レ ー ム ４ 上 に 固 定 さ れ て い る こ と か ら 、 第 ２ の ボ ー ル ね じ ６ が 回 転 す る と 第 １ の フ レ ー
ム ３ が 当 該 第 ２ の ボ ー ル ね じ ６ と 一 緒 に 上 下 動 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 第 ２ の ボ ー ル
ね じ ６ と し て 第 １ の ボ ー ル ね じ ５ を 同 じ も の を 使 用 し て お り 、 第 １ の ボ ー ル ね じ ５ が 右 ね
じ で あ れ ば 第 ２ の ボ ー ル ね じ ６ も 右 ね じ と い う こ と に な る 。 こ の よ う に 両 者 に 同 じ ね じ を
用 い る こ と は 低 コ ス ト 化 を 図 り う る 点 で 有 利 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 モ ー タ ９ は 、 第 １ の 歯 車 ７ お よ び 第 ２ の 歯 車 ８ と 直 接 ま た は 間 接 的 に 連 結 さ れ て
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お り 、 こ れ ら 歯 車 ７ ， ８ を 介 し て 第 １ の ボ ー ル ね じ ５ と 第 ２ の ボ ー ル ね じ ６ を 回 転 さ せ る
も の で あ る 。 例 え ば 本 実 施 形 態 の 場 合 は 、 大 ギ ア ２ １ ａ と 小 ギ ア ２ １ ｂ と が 同 軸 上 で 一 体
化 さ れ た 仲 介 ギ ア ２ １ を 使 っ て 動 力 を 伝 達 す る こ と と し て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 す な わ ち 、
ギ ア ボ ッ ク ス ２ ２ 内 に 仲 介 ギ ア ２ １ を 設 け 、 モ ー タ ９ の ピ ニ オ ン ９ ａ を こ の 仲 介 ギ
ア ２ １ の 大 ギ ア ２ １ ａ に 噛 合 さ せ 、 ま た 、 小 ギ ア ２ １ ｂ を 第 １ の 歯 車 ７ に 噛 合 さ せ て い る
（ 図 ２ 参 照 ） 。 第 ２ の 歯 車 ８ は 、 第 １ の 歯 車 ７ と の だ け 噛 合 し て い る 。 こ の よ う な ギ ア 列
に お い て は 、 モ ー タ ９ → ピ ニ オ ン ９ ａ → 仲 介 ギ ア ２ １ → 第 １ の 歯 車 ７ → 第 ２ の 歯 車
８ 　 と い う よ う に 動 力 が 伝 達 さ れ る 。 こ こ で 、 第 １ の 歯 車 ７ と 第 ２ の 歯 車 ８ と が 直 接 噛 合
し て い る こ と か ら 、 本 実 施 形 態 に お け る 第 １ の ボ ー ル ね じ ５ と 第 ２ ボ ー ル ね じ ６ は 常 に 互
い に 逆 回 転 す る こ と に な る 。 な お 、 図 ２ に お い て は 、 第 １ の ボ ー ル ね じ ５ と 第 ２ の ボ ー ル
ね じ ６ が 右 ね じ で あ っ て 、 ハ ン ド 部 ２ と 第 １ の フ レ ー ム ３ と が と も に 上 昇 す る 場 合 に お け
る 各 部 材 の 回 転 方 向 を 矢 印 で 示 し て い る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の ロ ボ ッ ト に お い て は １ つ の 駆 動 手 段 （ モ ー タ ９ ） で
２ 本 の 軸 （ 第 １ の ボ ー ル ね じ ５ と 第 ２ の ボ ー ル ね じ ６ ） を 同 時 に か つ 逆 方 向 に 回 転 さ せ る
構 造 を と っ て い る こ と か ら 、 第 １ の フ レ ー ム ３ の 昇 降 動 作 、 お よ び ハ ン ド 部 ２ の 相 対 的 な
昇 降 動 作 を 常 に 同 時 に 行 う こ と が で き る 。 つ ま り 、 ２ 段 の ス ラ イ ド 機 構 が 同 時 に 動 作 す る
構 造 を 有 す る 本 実 施 形 態 の ロ ボ ッ ト に お い て は 、 ハ ン ド 部 ２ が 通 常 の ２ 倍 の 速 度 で 昇 降 （
上 下 動 ） す る こ と が で き 、 尚 か つ ハ ン ド 部 ２ の 絶 対 的 な ス ト ロ ー ク （ 図 １ 中 に お い て 符 号
Ｓ で 示 し て い る ） に つ い て も 通 常 の ２ 倍 の 長 さ を 確 保 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 フ
レ ー ム を 分 割 す る と と も に 分 割 し た 数 の ス ラ イ ド 機 構 を 併 設 し た こ と に よ り 、 例 え ば 長 い
ス ト ロ ー ク が 必 要 な 場 合 で あ っ て も フ レ ー ム を 単 純 に 延 長 し な く て 済 み 、 装 置 の 小 型 化 、
軽 量 化 を 図 れ る と い う 点 で 有 効 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 モ ー タ ９ 及 び ギ ア 輪 列 （ 歯 車 ７ ， ８ 、 ピ ニ オ ン ９ ａ 、 仲 介 歯 車 ２ １ 等 ）
を 収 納 し た ギ ア ボ ッ ク ス ２ ２ （ こ れ ら を 「 駆 動 機 構 」 と い う ） が 、 第 １ の フ レ ー ム ３ の 上
端 部 に 配 置 し て い る の で 、 ロ ボ ッ ト （ 中 で も 駆 動 機 構 ） の 保 守 作 業 を 行 う 際 、 第 １ の フ レ
ー ム ３ を 低 い 位 置 に 移 動 さ せ れ ば 駆 動 機 構 の 位 置 が 作 業 者 に と っ て 保 守 作 業 を 行 い 易 い も
の に な る と い う 利 点 が あ る 。 特 に 、 第 １ の フ レ ー ム ３ が 最 下 位 の 位 置 に あ る 場 合 に は 、 作
業 中 に 当 該 第 １ の フ レ ー ム ３ が そ れ 以 上 降 下 （ 落 下 ） す る こ と も な い た め そ の 分 安 全 に 保
守 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 更 に 、 第 １ の フ レ ー ム ３ の 下 端 側 が 空 き ス ペ ー ス と な る の で
そ の ス ペ ー ス に 排 気 フ ァ ン 等 か ら な る 排 気 手 段 ２ ９ を 設 け る こ と が で き る よ う に な り 、 こ
の よ う な 排 気 手 段 ２ ９ を 設 け る こ と に よ っ て ク リ ー ン な 環 境 で の 作 業 が 要 請 さ れ る 液 晶 等
の ガ ラ ス 基 板 搬 送 に 適 し た 構 造 と す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 な お 、 上 述 の 実 施 形 態 は 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 一 例 で は あ る が こ れ に 限 定 さ れ る も の で
は な く 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。 例 え ば 本 実 施 形
態 で は ２ 段 の ス ラ イ ド 機 構 （ つ ま り 、 第 ２ の フ レ ー ム ４ に 対 し て 第 １ の フ レ ー ム ３ が 上 下
動 す る 機 構 、 お よ び 第 １ の フ レ ー ム ３ に 対 し て ハ ン ド 部 ２ が 相 対 的 に 上 下 動 す る 機 構 と い
う ２ つ の ス ラ イ ド 機 構 ） を 設 け る と と も に こ れ ら 両 ス ラ イ ド 機 構 を １ つ の 駆 動 手 段 （

モ ー タ ９ ） で 同 時 に 動 作 さ せ る こ と と し た が 、 こ れ は 一 例 に す ぎ ず 、 ３ 段 の ス ラ イ ド 機
構 と す る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 例 え ば 図 ４ に 示 す ロ ボ ッ ト の よ う に 第 １ の フ レ ー ム ３
と 第 ２ の フ レ ー ム ４ と の 間 に 介 在 す る 上 下 動 可 能 な 第 ３ の フ レ ー ム ２ ３ を 設 け 、 こ れ を 第
３ の ボ ー ル ね じ ２ ４ 、 第 ３ の ナ ッ ト 部 材 ２ ５ ， 図 示 し な い ギ ア 、 別 個 の モ ー タ ２ ６
な ど か ら な る ス ラ イ ド 機 構 に よ っ て 相 対 的 に 上 下 動 さ せ る こ と も で き る （ 図 ４ 参 照 ） 。 こ
の よ う に フ レ ー ム を さ ら に 分 割 し 、 そ の 分 だ け ス ラ イ ド 機 構 を 多 く 設 け る よ う に す れ ば 縮
小 時 の 装 置 の 全 高 Ａ を 抑 え つ つ も さ ら な る ス ト ロ ー ク 長 を 獲 得 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は モ ー タ ９ 及 び ギ ア 輪 列 （ 歯 車 ７ ， ８ 、 ピ ニ オ ン ９ ａ
、 仲 介 歯 車 ２ １ 等 ） よ り な る ギ ア ボ ッ ク ス ２ ２ （ こ れ ら を 「 駆 動 機 構 」 と い う ） を 設 け て
い た が 、 こ れ ら 第 １ の 歯 車 ７ 、 第 ２ の 歯 車 ８ 、 仲 介 ギ ア ２ １ 、 モ ー タ ９ お よ び 当 該

モ ー タ ９ の ピ ニ オ ン ９ ａ な ど を 、 ギ ア ボ ッ ク ス ２ ２ に 収 納 せ ず に 例 え ば 第 １ の フ レ
ー ム ３ の 上 端 部 に 配 置 す る こ と も で き る 。 ギ ア ボ ッ ク ス ２ ２ に 収 納 せ ず に 第 １ の フ レ ー ム
３ の 上 端 部 に 配 置 し て も 、 ロ ボ ッ ト （ 中 で も 駆 動 機 構 ） の 保 守 作 業 を 行 う 際 、 第 １ の フ レ
ー ム ３ を 低 い 位 置 に 移 動 さ せ れ ば 駆 動 機 構 の 位 置 が 作 業 者 に と っ て 保 守 作 業 を 行 い 易 い も
の に な る と い う 利 点 が あ る 。 特 に 、 第 １ の フ レ ー ム ３ が 最 下 位 の 位 置 に あ る 場 合 に は 、 作
業 中 に 当 該 第 １ の フ レ ー ム ３ が そ れ 以 上 降 下 （ 落 下 ） す る こ と も な い た め そ の 分 安 全 に 保
守 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 更 に 、 第 １ の フ レ ー ム ３ の 下 端 側 が 空 き ス ペ ー ス と な る の で
そ の ス ペ ー ス に 排 気 フ ァ ン 等 か ら な る 排 気 手 段 ２ ９ を 設 け る こ と が で き る よ う に な り 、 こ
の よ う な 排 気 手 段 ２ ９ を 設 け る こ と に よ っ て ク リ ー ン な 環 境 で の 作 業 が 要 請 さ れ る 液 晶 等
の ガ ラ ス 基 板 搬 送 に 適 し た 構 造 と す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 し た よ う な ３ 段 式 の ロ ボ ッ ト に お い て 、 ス ト ロ ー ク を 最 大 に 確 保 す る た
め に 、 第 ２ の フ レ ー ム （ 固 定 フ レ ー ム ） ４ の 全 長 に 渡 っ て ガ イ ド 部 ３ ０ を 配 置 し 、 第 ３ の
フ レ ー ム ２ ３ の 被 ガ イ ド 部 材 ３ １ を 案 内 す る こ と が で き る （ 図 ４ 参 照 ） 。 な お 、 第 ２ の フ
レ ー ム （ 固 定 フ レ ー ム ） ４ の 全 長 を 使 う ほ ど の ス ト ロ ー ク を 確 保 す る 必 要 が な い 場 合 で あ
れ ば 、 空 き ス ペ ー ス と な る 第 ２ の フ レ ー ム （ 固 定 フ レ ー ム ） ４ の 下 部 に 駆 動 部 を 配 置 す る
こ と も で き る 。 た だ し 、 モ ー タ ２ ６ 等 の 駆 動 部 の 配 置 位 置 は こ れ に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 例 え ば 当 該 第 ２ の フ レ ー ム ４ の 上 端 側 に 配 置 し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 保 守 作 業
は 、 第 １ の フ レ ー ム ３ 及 び 第 ２ の フ レ ー ム ４ を 最 も 全 高 の 低 い 最 下 位 位 置 に 移 動 さ せ 、 第
３ の フ レ ー ム （ 中 間 フ レ ー ム ） ２ ３ の 上 側 に 設 け た 蓋 な ど を 開 け て 行 う こ と が で き 、 更 に
第 １ の フ レ ー ム ３ の ギ ア ボ ッ ク ス ２ ２ と 同 時 に 、 作 業 中 に フ レ ー ム が 不 意 に 降 下 す る こ と
も な く 、 そ の 分 だ け 安 全 に 保 守 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 下 端 に 排 気 機 構 等 を 設 け
る こ と が で き る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】

(7) JP 2006-102886 A5 2007.2.1

第 １
の

第 ２ の

第 １ の

第 １ の
第 １ の

第 ２ の



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
１ 　 ワ ー ク
２ 　 ハ ン ド 部
３ 　 第 １ の フ レ ー ム
４ 　 第 ２ の フ レ ー ム
５ 　 第 １ の ボ ー ル ね じ
６ 　 第 ２ の ボ ー ル ね じ
７ 　 第 １ の 歯 車
８ 　 第 ２ の 歯 車
９ 　 モ ー タ
２ １ 　 仲 介 ギ ア
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